
　　　　

8 年 3 月 1 日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 季節のイベント（夏祭り、ハロウィンパーティー、クリスマスパーティー）

（別添資料１）

家族支援
・子育ての困りごとに対する相談援助
・延長支援
・送迎対応

移行支援
・学校、関係機関との連携
・移行に向けた相談援助
・移行時の情報提供と共有

地域支援・地域連携
・地域資源の把握
・関係機関との連携
・ケース会議の開催

職員の質の向上
・外部研修
・内部研修
・委員会での勉強会

支　援　内　容

基本的な生活スキルを身につけ、自立した生活を送ることができるよう支援します。

・検温、手洗いの声がけ、服薬のサポートなど健康的な生活を送ることができるよう支援します。
・買い物体験、調理体験、公共交通機関利用などの体験活動を通して生活スキルを身に付けられるよう支援します。

体を動かすことの楽しさを感じたり、いろいろな感覚に触れることができるように支援します。

・走る、跳ぶ、回るなどの粗大運動や、つまむ、ちぎる、貼るなど微細運動を通して体を動かすことの楽しさを感じられるよう支援します。
・泥遊び、スライムなど感触を楽しむ遊びや、さまざまな素材、色、形などに触れる創作活動を通して、感覚に触れる楽しさを感じられるよう支援します。

本
人
支
援

さまざまな遊びや運動などを通していろいろなものに興味を持てるよう支援します。

・遊び、運動、工作、レクリエーションなど多種多様な活動を用意して、いろいろなものに興味を持てるよう支援をします。
・環境整備、声がけなど、子どもの活動をサポートして適切な行動を促していきます。また、活動の自己選択と自主的な行動を増やし、興味を広げられるよう支援します。

円滑なコミュニケーションがとれるよう支援します。

・いろいろな人とコミュニケーションがとれるよう、子ども同士や子どもと大人の会話を積極的に行います。
・子どもに合わせて、言葉の意味の受け取りや意思の表出のサポートを行います。

気持ちのコントロール方法を学び、ルールのある遊びに参加できるよう支援します。

・気持ちのコントロールが難しい時は、クールダウンや振り返りを通して、気持ちを落ち着かせる方法を身につけられるよう支援します。
・集団活動を通じて、ルール理解、人との関わり方や協調性を育む支援をします。

支援方針
学校生活、家庭生活、社会生活に着目し、充実した生活を送ることをイメージしながら、子どもの感覚、取り巻く環境、心の問題など様々な視点から観察します。
楽しく遊び、楽しく学び、楽しく過ごすことができるよう、大人が子どもが同じ方向を見て共に活動します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 子どもの「生きる権利」、「育つ権利」、「守られる権利」、「参加する権利」を守るため、常に子ども目線で考え、子どもとの関わりを大切にします。

事業所名 放課後等デイサービスちゃれんじ 作成日支援プログラム（参考様式）


